








 

 練習問題５  全２頁 の １頁目 

 

練習問題５ ５年間の計算書類を作成する！ 

 

【ご注意】 

この問題は、会計を学び始めてすぐの方
には難しすぎる問題です。 
ただ、Ｐ/Ｌ(事業活動計算書)の意義を
明確に理解したいという方には、チャレ
ンジする値打ちがあると思います。 

 ××０１年３月３１日 (真夜中１２時と考えてください) に、 

次のような状態で設立された社会福祉法人があります。 

 設立時Ｂ/Ｓ  

 
建 物 

負 債 
 

ゼ ロ 

１０,０００ 基 本 金 

 １０,０００ 
   

 設問１ この法人の、××０２年３月期以降の計算書類を作成してください。 

 ただし、××０１年４月１日以後の事業収益 (＝収入) が年間８,０００、減価償却費以外の人件

費・事業費・事務費等の費用 (＝支出) が年間７,５００で固定されているものとします。 

 便宜上、建物の耐用年数は５年、残存価額はないものとし、５年後には建物が消滅するもの

とします。また、××０１年４月１日から償却を開始するものとし、減価償却は定額法で行いま

す (備忘価額１円については、考慮する必要はありません)。 

 
【解答欄】 

（１）第１年度 

資金収支計算書  Ｐ/Ｌ  Ｂ/Ｓ 

事業費等支出 

( ) 

事 業 収 入 

(    ) 

 事業費等費用 

( ) 

減価償却費 

(    ) 

事 業 収 益 

(    ) 

 現金預金等 

(    ) 

 

建 物 

(    ) 

負 債 

ゼ ロ 

基 本 金 

(    ) 

当    期 

資金収支差額 

(    ) 

当    期 

活動増減差額 

(    ) 

次 期 繰 越 

活動増減差額 

(    ) 

当  期  末 

支払資金残高 

(     ) 

前  期  末 

支払資金残高 

０ 

 次 期 繰 越 

活動増減差額 

(     ) 

前 期 繰 越 

活動増減差額 

０ 

 
減価償却累計額 

(       ) 

（２）第２年度 

資金収支計算書  Ｐ/Ｌ  Ｂ/Ｓ 

事業費等支出 

( ) 

事 業 収 入 

(    ) 

 事業費等費用 

( ) 

減価償却費 

(    ) 

事 業 収 益 

(    ) 

 現金預金等 

(    ) 

 

建 物 

(    ) 

負 債 

ゼ ロ 

基 本 金 

(    ) 

当    期 

資金収支差額 

(    ) 

当    期 

活動増減差額 

(    ) 

次 期 繰 越 

活動増減差額 

(    ) 

当  期  末 

支払資金残高 

(     ) 

前  期  末 

支払資金残高 

(     ) 

 次 期 繰 越 

活動増減差額 

(     ) 

前 期 繰 越 

活動増減差額 

(     ) 

 
減価償却累計額 

(       ) 

 



 練習問題５  全２頁 の ２頁目 

 

（３）第３年度 

資金収支計算書  Ｐ/Ｌ  Ｂ/Ｓ 

事業費等支出 

( ) 

事 業 収 入 

(    ) 

 事業費等費用 

( ) 

減価償却費 

(    ) 

事 業 収 益 

(    ) 

 現金預金等 

(    ) 

 

建 物 

(    ) 

負 債 

ゼ ロ 

基 本 金 

(    ) 

当    期 

資金収支差額 

(    ) 

当    期 

活動増減差額 

(    ) 

次 期 繰 越 

活動増減差額 

(    ) 

当  期  末 

支払資金残高 

(     ) 

前  期  末 

支払資金残高 

(     ) 

 次 期 繰 越 

活動増減差額 

(     ) 

前 期 繰 越 

活動増減差額 

(     ) 

 
減価償却累計額 

(       ) 

（４）第４年度 

資金収支計算書  Ｐ/Ｌ  Ｂ/Ｓ 

事業費等支出 

( ) 

事 業 収 入 

(    ) 

 事業費等費用 

( ) 

減価償却費 

(    ) 

事 業 収 益 

(    ) 

 現金預金等 

(    ) 

 

建 物 

(    ) 

負 債 

ゼ ロ 

基 本 金 

(    ) 

当    期 

資金収支差額 

(    ) 

当    期 

活動増減差額 

(    ) 

次 期 繰 越 

活動増減差額 

(    ) 

当  期  末 

支払資金残高 

(     ) 

前  期  末 

支払資金残高 

(     ) 

 次 期 繰 越 

活動増減差額 

(     ) 

前 期 繰 越 

活動増減差額 

(     ) 

 
減価償却累計額 

(       ) 

（５）第５年度 

資金収支計算書  Ｐ/Ｌ  Ｂ/Ｓ 

事業費等支出 

( ) 

事 業 収 入 

(    ) 

 事業費等費用 

( ) 

減価償却費 

(    ) 

事 業 収 益 

(    ) 

 現金預金等 

(    ) 

 

建 物 

ゼ ロ 

負 債 

ゼ ロ 

基 本 金 

(    ) 

当    期 

資金収支差額 

(    ) 

当    期 

活動増減差額 

(    ) 

次 期 繰 越 

活動増減差額 

(    ) 

当  期  末 

支払資金残高 

(     ) 

前  期  末 

支払資金残高 

(     ) 

 次 期 繰 越 

活動増減差額 

(     ) 

前 期 繰 越 

活動増減差額 

(     ) 

 
減価償却累計額 

(       ) 

 
 

 設問２  上記の社会福祉法人において、支出･費用が  設問１  のままであった場合、毎年

の収入・収益がいくらであれば、５年後において、施設の再生資金１０,０００が確保される

でしょうか？ 

【解答欄】                                 
  

 









 練習問題９  全２頁 の １頁目 

 

練習問題９  仕訳と転記 

次の保育所の期中取引を仕訳し、勘定口座に転記してください。 

なお、仕訳に使う科目は、Ｂ/Ｓの資産・負債及びＰ/Ｌの科目とし、Ｂ/Ｓの科目はテキスト

５４頁から５６頁の中区分の勘定科目、Ｐ/Ｌの収益科目はテキスト５８頁の大区分の勘定科目、

Ｐ/Ｌの費用科目はテキスト６１頁から６３頁の中区分の勘定科目によるものとします。 

 

期 中 取 引 

仕     訳 

借    方 貸    方 

科  目 金 額 科  目 金 額 

 4/ 2 
食材１５０(給食費)を掛買いし未払
を計上した。 

    

 5/10 
電話代３０(通信運搬費)が普通預金
から自動引落としされた。 

    

 6/15 
保育事業に係る利用者負担金７０(保
育事業収益)を現金で受け入れた。 

    

 7/25 短期運営資金５００を借り入れた。     

 8/ 2 
パソコン（器具及び備品）２００を
現金で購入した。 

    

 9/30 
未収に計上していた保育事業に係
る委託費５５０を受け入れた。 

    

10/31 
預金を引き出して設備資金借入金
３００を返済した。 

設備資金借入金    

10/31 
預金を引き出して設備資金借入金
の利息２０(支払利息)を支払った。 

    

11/10 
電気代５０(水道光熱費)を現金で支
払った。 

    

12/20 未払の食材費１２０を支払った。     

 1/20 業務委託費６０を現金で支払った。     

 2/25 
職員給料３５０から源泉所得税３０
(職員預り金)を控除して現金で支
払った。 

    

    

 3/10 
経常経費に対する寄附１００(経常
経費寄附金収益)をいただいた。 

    

 3/31 
発生した保育事業の委託費(保育 
事業収益)６００を未収に計上した。 

    

 

 

１０/３１の仕訳を二つ足すと、次のようになります。 

 （借 方）       （貸 方） 

設備資金借入金 3 0 0  現 金 預 金 3 2 0 

支 払 利 息   2 0   

これをヒントに、２/２５の仕訳を考えてください。 

現金預金 

4/1 期首残高 １００    

      

      

      

      

 

    

    

    

 3/31 期末残高  

合  計   合  計 １,３２０ 
    



 練習問題９  全２頁 の ２頁目 

 
 
 
 

事 業 未 収 金  短期運営資金借入金 

4/1 期首残高 ９５０     3/31期末残高  4/1 期首残高 ４５０ 

  3/31期末残高       

  合  計     合  計   合   計  合   計  

             

 

事 業 未 払 金  職 員 預 り 金 

   4/1 期首残高 １３０  3/31 期末残高  4/1 期首残高 ４５ 

3/31期末残高           

 合  計    合  計     合  計    合  計  

 

器具及び備品  設備資金借入金 

4/1 期首残高 ７００ 3/31期末残高 ９００     4/1 期首残高 ８５０ 

     3/31 期末残高    

合  計    合  計 ９００    合  計    合  計  

 

保育事業収益  経常経費寄附金収益 

3/31 期末残高 ６７０     3/31 期末残高     

  3/31 事業未収金 ６００    合  計    合  計  

  合  計 ６７０   合  計 ６７０      

             

職 員 給 料  給 食 費 

2/25 諸 口 ３５０ 3/31期末残高      3/31期末残高  

  合  計 ３５０   合  計       合  計      合  計  

             

水道光熱費  通信運搬費 

   3/31期末残高      3/31期末残高  

  合  計     合  計       合  計      合  計  

             

業務委託費  支 払 利 息 

   3/31期末残高      3/31期末残高  

  合  計     合  計       合  計      合  計  

   

 テキストの５４頁～６３頁を見て、科目を考えるクセをつけてください。 

 

 















 

 練習問題１５  －② 全２頁 の １頁目 

練習問題１５ 総合演習問題  ＜問題１５－②＞ 転記する 

 問題１５－①で行った仕訳 (解答２２頁) を転記し、取引合計を記入してください。 

現 金 預 金 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4 1 前期繰越 － － 1 , 5 0 0 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

  取引合計    
      

事 業 未 収 金 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4 1 前期繰越 － － 1 , 8 0 0 

      

      

  取引合計    
      

仮  払  金 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4 1 前期繰越 － － 0 

      

      

  取引合計    
      

事 業 未 払 金 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引貸方残高 

4 1 前期繰越 － － 2 4 0 

      

      

  取引合計    
      

職 員 預 り 金 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引貸方残高 

4 1 前期繰越 － － 1 0 0 

      

      

      

  取引合計    
        



 

 練習問題１５  －② 全２頁 の ２頁目 

器 具 及 び 備 品 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4 1 前期繰越 － － 3 , 7 0 0 

      

  取引合計  －  
      

設備資金借入金 
××01 年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引貸方残高 

4 1 前期繰越 － － 3 , 0 0 0 

      

      

  取引合計    
      

介護保険事業収益 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引貸方残高 

4      

      

  取引合計 －   
      

職 員 給 料 
××01 年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4      

  取引合計  －  
      

法 定 福 利 費 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4      

  取引合計  －  
      

給  食  費 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4      

  取引合計  －  
      

水 道 光 熱 費 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4      

  取引合計  －  
      

旅 費 交 通 費 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4      

  取引合計  －  
      

業 務 委 託 費 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4      

  取引合計  －  
      

支 払 利 息 
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4      

  取引合計  －  
       







 

 練習問題１６   全２頁 の １頁目 

 

練習問題１６ 仕訳・転記と精算表の完成(1) 

 次の取引を仕訳し、転記した上で精算表を完成してください。なお、仕訳科目は精算表に記

載されたＢ/Ｓ・Ｐ/Ｌ科目とし、日付欄には問題番号を記入してください。 

 

期 中 取 引 

仕     訳 

借    方 貸    方 

科  目 金 額 科  目 金 額 

① 
基本財産を取得するための補助金５００の
振込を受けた。     

② 
①を財源として建物６５０を現金で取得
し、基本財産とした。     

③ 建物について８５の減価償却を実施した。     

④ 車輌について２５の減価償却を実施した。     

      

 

 
 現 金 預 金  

  

××01 年 

月 日 
摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高   

4 1 前期繰越 － － １,５００   

  施設整備等補助金収益   ３,０００  

  建物   ２,３５０   

 ×× 諸口 １５  １,５７０   

  取引合計 １,５４０ １,４７０    

        

 

基本財産  建   物  
 

××01 年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

4 1 前期繰越 － － － － １８,０００ 

        

        

  取引合計      
        

 

その他の固定資産   車 輌 運 搬 具  
 

××01 年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

4 1 前期繰越 － － － － ４５０ 

        

  取引合計      
        

 

  



 

 練習問題１６   全２頁 の ２頁目 

 

  減 価 償 却 費   

××01 年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

４   

  

   

      

  取引合計    
        

 
 施設整備等補助金収益  

 

××01 年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

４        

  取引合計    
        

 

精   算   表 

摘  要 
期首Ｂ/Ｓ 期中資金増減取引 期中その他取引 期末Ｂ/Ｓ 

借 方 
( 資 産 )  

貸 方 
(負債･純資産) ( 借 方 ) ( 貸 方 ) ( 借 方 ) ( 貸 方 ) 

借 方 
 ( 資 産 )   

貸 方 
(負債・純資産) 

現 金 預 金 １,５００    

  

  

事 業 未 収 金 １,８００  １,１２０ ９５０   

諸 流 動 負 債  ３４０ ２７５ ２２０   

支 払 資 金 計 ３,３００ ３４０          
差引支払資 
金増加額→ 

     
(差引支払資金)  (  )     (    ) 

        
   資金収支計算書     

   
借 方 

( 支 出 ) 
貸 方 

( 収 入 )     

(基本財産) 
土 地 

４２,０００  
 

   ４２,０００  

建 物 １８,０００ 
 固定資産取得支出  

    
   

(その他の固定資産) 

車 輌 運 搬 具 ４５０        

 設備資金借入金  ３,０００ 
元金償還支出 

３００ 
借入金収入 

３００    ３,０００ 

 基 本 金 等  ５７,９００       

 
次 期 繰 越 活 動 
増減差額(期首) 

 ２,５１０      ２,５１０ 
 
当 期 
活動増減差額 

        
       差引純資産 

増加額 →  
         
 Ｂ/Ｓ 合 計 ６３,７５０ ６３,７５０       

        Ｐ/Ｌ 

       
借 方 

( 費 用 ) 
貸 方 

( 収 益 ) 

 ○○事業収益(収入)等   １,３８０    １,３８０ 

人件費 (支出 )   ２００    ２００  

事業費 (支出 )   ４３５    ４３５  

事務費 (支出 )   ３００    ３００  

減 価 償 却 費         

 施 設 整 備 等 
補助金収益(収入) 

       

収 益 ･ 費 用 
(収入･支出)小 計         

         

当期増減 (収支)差額    ←当期資金 
収支差額    ←当期活動

増減差額         
増 減 等 (収支)合計         

          



 練習問題１７   全２頁 の １頁目 

 

練習問題 17 仕訳と転記 

 次の取引を仕訳した上で、元帳に転記してください。なお、仕訳科目は元帳に示されてい

るＢ/Ｓ・Ｐ/Ｌ科目とし、日付欄には問題番号を記入してください。 

 

期 中 取 引 

仕     訳 

借    方 貸    方 

科  目 金 額 科  目 金 額 

① 設備資金３００を新たに借り入れた。 
 
 
 

   

② 
前期から借りていた設備資金のうち
３００を返済した。 

 
 
 

   

③ 

決算に当たり、徴収不能引当金残高を
事業未収金残高の２％となるように
設定した。 

 
 
 

   

④ 
決算に当たり、賞与引当金４５０を新
たに設定した。 

 
 
 

   

 
 
 
 

               現 金 預 金    
××01 年 

月 日 
摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高   

4 1 前期繰越 － － １,２００   

     １,９００  

     １,６００   

3 31 諸口 １５   １,３５０   

  取引合計 ３,４８０ ３,３３０    

        

 

 

 

  徴 収 不 能 引 当 金  
 

××01 年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

4 1 前期繰越   － － ３６ 

      

  取引合計    

        

 

  



 練習問題１７   全２頁 の ２頁目 

 
 
 
 

  賞 与 引 当 金  
 

××01 年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

4 1 前期繰越   － － ０ 

      

  取引合計    

        

 
 
 

  設 備 資 金 借 入 金   

××01 年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

4 1 前期繰越 － －   １,０００ 

      

      

  取引合計    

        

 
 
 

 
 賞 与 引 当 金 繰 入  

 

××01 年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

   
  

   

  取引合計    

        

 

 

 

 
 徴収不能引当金繰入  

 

××01 年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

   
  

   

  取引合計    

        

 









 

 練習問題２１  全４頁 の １頁目 

 

練習問題２１ 仕訳・転記と精算表の完成(2) 

 次の取引を仕訳し、転記した上で精算表を完成してください。なお、仕訳科目は精算表に

記載されたＢ/Ｓ・Ｐ/Ｌ科目とし、日付欄には問題番号を記入してください。 

 

期 中 取 引 

仕     訳 

借    方 貸    方 

科  目 金 額 科  目 金 額 

① 
施設増築のための基本財産を取得
するように指定された補助金とし
て５００の振込を受けた。 

    

② 
施設増築のための基本財産を取得
するように指定された寄附金とし
て１５０の振込を受けた。 

    

③ 
①②を財源として建物６５０を現金
で取得し、基本財産とした。     

④ 
①について国庫補助金等特別積立
金を積み立てた。 

    

⑤ ②について基本金に組み入れた。 
 
    

⑥ 
車輌 (売却直前帳簿価額４０) を３０
で売却し、預金に入金した。 

  車 輌 運 搬 具 ３０ 

  車 輌 運 搬 具 １０ 

⑦ 
⑥に見合う国庫補助金等特別積立
金１０を取り崩した。 

    

⑧ 
建物について８５の減価償却を実
施した。     

⑨ 
車輌について２５の減価償却を実
施した。     

⑩ 
⑧⑨に見合う国庫補助金等特別積
立金５５を取り崩した。 

    

      

 

 

                 現 金 預 金  
××01年 

月 日 
摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高  

4 1 前期繰越 － － １,５００  

  施設整備等補助金収益   ３,０００  

  施設整備等寄附金収益   ３,１５０  

  建物   ２,５００  

  車輌運搬具   ２,５３０  

3 31 諸口 １５  １,５７０  

  取引合計 １,５４０ １,４７０   

       

 

 

  



 

 練習問題２１  全４頁 の ２頁目 

 

(基本財産)  建     物   

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

４ １ 前期繰越 － － － － １８,０００ 

        

        

  取引合計      

        

 

(その他の固定資産)   車 輌 運 搬 具   
 

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

４ １ 前期繰越 － － － － ４５０ 

        

        

        

  取引合計      

        

 

 
 基   本   金  

 

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

４ １ 前期繰越 

  

－ － ２３,４００ 

      

  取引合計    

        

 

 
 国庫補助金等特別積立金  

 

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

４ １ 前期繰越 

  

－ － ３４,５００ 

      

      

      

  取引合計    

        

 

(サービス活動増減の部)  減 価 償 却 費  
 

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

   

  

   

      

  取引合計    

           



 

 練習問題２１  全４頁 の ３頁目 

 

 

(サービス活動増減の部)  国庫補助金等特別積立金取崩額   

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

   
  

   

  取引合計    

        
 

(特別増減の部)  施設整備等補助金収益   

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

        

  取引合計    

        
 

(特別増減の部) 施設整備等寄附金収益 
 

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

        

  取引合計    

        
 

(特別増減の部)  基 本 金 組 入 額   

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

   
  

   

  取引合計    

        
 

(特別増減の部)  固定資産売却損・処分損   

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

   
  

   

  取引合計    

        
 

(特別増減の部)  国庫補助金等特別積立金取崩額   

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引貸方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

   
  

   

  取引合計    

        
 

(特別増減の部)  国庫補助金等特別積立金積立額   

××01年 

月 日 
摘      要 

資金増減取引 その他取引 
差引借方残高 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 

   
  

   

  取引合計    

        



 

 練習問題２１  全４頁 の ４頁目 

 

精   算   表 

摘  要 
期首Ｂ/Ｓ 期中資金増減取引 期中その他取引 期末Ｂ/Ｓ 

借 方 
( 資 産 ) 

貸 方 
(負債・純資産) ( 借 方 ) ( 貸 方 ) ( 借 方 ) (貸方) 

借 方 
( 資 産 ) 

貸 方 
(負債・純資産) 

現 金 預 金 1,500    

  

  

事 業 未 収 金 1,800  1,120 950   

事 業 未 払 金  240 240 180   

職 員 預 り 金  100 35 40   

支 払 資 金 計 3,300 340       
   

差引支払資 
金増加額→ 

     

(差引支払資金)  (  )     ( ) 
      

   資金収支計算書     

   
借 方 

( 支 出 ) 
貸 方 

( 収 入 )     

(基本財産) 
土 地 42,000 

 
 

   
42,000 

 

建 物 18,000  
固定資産取得支出  

      

(その他の固定資産) 
車 輌 運 搬 具 450  

 

固定資産売却

収入 
      

 長期運営資金借入金  3,000 
元金償還支出 

300 
借入金収入 

300 
   3,000 

 基 本 金  23,400       

 国 庫 補 助 金 等 
特 別 積 立 金 

 34,500       

 
次 期 繰 越 活 動 
増減差額 (期首 ) 

 2,510      2,510 
 
当 期 
活 動 増 減 差 額 

      
差引純資産
増加額 → 

 
        
        

 Ｂ/Ｓ 合 計 63,750 63,750       

        Ｐ/Ｌ 

       
借 方 

( 費 用 ) 
貸 方 

( 収 益 ) 
      サービス活動増減の部 

 ○○事業収益(収入)等   1,200    1,200 

人件費 (支出 )   200    200  

事業費 (支出 )   435    435  

事務費 (支出 )   300    300  

減 価 償 却 費         

 
国 庫 補 助 金 等 
特別積立金取崩額 

       

 
施 設 整 備 等 
補助金収益(収入) 

     
特別増減の部 
  

 
施 設 整 備 等 
寄附金収益(収入)         

基本金組入額         
固 定 資 産 
売却損・処分損 

        

 
国 庫 補 助 金 等 
特別積立金取崩額        

国 庫 補 助 金 等 
特別積立金積立額 

        

収 益 ･ 費 用 
(収入･支出)小 計         

         

当期増減(収支)差額    
←当期資金 

収支差額    
←当期活動 
増減差額          

増 減 等(収支)合計         
          



 

 練習問題２２  全２頁 の １頁目 

 

練習問題２２ 精算表からフローの計算書を作成する 

 練習問題２１の解答の精算表 (解答３５頁) をもとに、資金収支計算書の「決算(B)」欄と、事

業活動計算書の「当年度決算(A)」欄の、各々空白部分を記入してください。 

 

資 金 収 支 計 算 書 

 （自）××01年４月１日（至）××02年３月31日 

勘 定 科 目 予 算(A) 決 算(B) 差異(A)-(B) 備  考 

事

業

活

動

に

よ

る

収

支 

収 

入 

○○事業収入    
 

・・・    

     事業活動収入計(1)     

支 
 

出 

人件費支出    

 
事業費支出    

事務費支出    

・・・    

    事業活動支出計(2)     

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)     

施

設

整

備

等

に

よ

る

収

支 

収 

入 

施設整備等補助金収入     

施設整備等寄附金収入     

固定資産売却収入     

  施設整備等収入計(4)     

支 

出 

固定資産取得支出     

・・・    

  施設整備等支出計(5)     

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)     

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支 

収 

入 

長期運営資金借入金収入     

・・・     

    その他の活動収入計(7)     

支 

出 

長期運営資金借入金元金償還支出     

・・・    

    その他の活動支出計(8)     

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)     

 予備費支出(10)     

  当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)     
 

前期末支払資金残高(12)     

当期末支払資金残高(11)+(12)     

｢前期末支払資金残高(12)｣ と「当期末支払資金残高(11)＋(12)」は、練習問題２１の精算表では上から

６行「(差引支払資金)」の行の、期首Ｂ/Ｓ・期末Ｂ/Ｓに(括弧内数字)として示されています。 

  



 

 練習問題２２  全２頁 の ２頁目 

 
 

事 業 活 動 計 算 書 

 （自）××01年４月１日（至）××02年３月31日           

勘 定 科 目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B) 

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部 

収 

益 

○○事業収益    

・・・    

    サービス活動収益計(1)    

費 

用 

人件費    

事業費    

事務費    

減価償却費    

国庫補助金等特別積立金取崩額 △   

徴収不能額    

徴収不能引当金繰入    

    サービス活動費用計(2)    

         サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)    

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部 

収 

益 

借入金利息補助金収益   
 

・・・   

     サービス活動外収益計(4) －   

費 

用 

支払利息    

・・・    

     サービス活動外費用計(5) －   

      サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) －   

           経常増減差額(7)=(3)+(6)    

特 

別 

増 

減 

の 

部 

収 

益 
施設整備等補助金収益   

 施設整備等寄附金収益   

固定資産売却益   

  特別収益計(8)    

費 

用 

基本金組入額   

 
固定資産売却損・処分損   

国庫補助金等特別積立金取崩額 △  

国庫補助金等特別積立金積立額   

  特別費用計(9)    

      特別増減差額(10)=(8)-(9)    

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)    

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部 

前期繰越活動増減差額(12)    

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)    

基本金取崩額(14) 

その他の積立金取崩額(15) 

その他の積立金積立額(16) 

  

 

 

 

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)    
 



 練習問題２３  －① 全２頁 の １頁目 

 

練習問題２３ 決算修正事項と計算書類の作成  ＜問題２３－①＞ 精算表を作成する 

 

 下の決算修正事項に基づき、次頁の精算表の決算整理仕訳欄を記入し、精算表を完成しなさい。 

 決算整理仕訳欄の記入に当たっては、精算表の決算整理欄①～③の記載例のように、記入す

る金額の頭部に決算修正事項の番号を付しなさい。 

 なお、期中取引のすべては資金増減取引であり、そのすべてが正しく精算表に記載されてい

るものとします。 

 

番 
号 

決 算 修 正 事 項 

① 
期首に備品の除却を行ったが会計処理がもれていることが分かった。なお、除却すべき金
額は５２である。 

② 器具及び備品の減価償却費は１５０であった。 

③ 建物の減価償却費は期中取得分を含め、４００であった。 

④ ②③にともない、取り崩すべき国庫補助金等特別積立金は１００であった。 

⑤ 
事業未収金残高に対して２％の徴収不能を見積もり、徴収不能引当金残高との差額を追加
計上した。 

⑥ 
退職給付引当金４４を追加計上した。なお、追加計上するに当たり、費用科目は人件費を
使用する。 

⑦ 期中にいただいた施設整備等寄附金総額を基本金に組み入れた。 

⑧ １年以内に支払期限が到来する設備資金借入金残高の内６５０を流動負債に振り替えた。 

 

  



 練習問題２３  －① 全２頁 の ２頁目 

 

精   算   表 

摘  要 
期首Ｂ/Ｓ 期中資金増減取引 決 算 整 理 仕 訳 期末Ｂ/Ｓ 

借 方 
( 資 産 ) 

貸 方 
(負債・純資産) (借 方) (貸 方) (借 方) (貸 方) 

借 方 
( 資 産 ) 

貸 方 
(負債・純資産) 

現 金 預 金 4,000  16,500 15,800 

  

  

事 業 未 収 金 2,500  18,200 18,000   

短期運営資金借入金  500 100 0   

事 業 未 払 金  200 600 700   

支 払 資 金 計 6,500 700 35,400 34,500     

(差引支払資金)  ( 5,800) 差引支払資 
金増加額→ 900    ( ) 

        

  
 
 

 
資金収支計算書 

   

   
借 方 

( 支 出 ) 
貸 方 

( 収 入 )     

徴収不能引当金  50       

1 年以内返済予定 
設備資金借入金  500 

借入金元金償還支出  
    500  

(基本財産) 
土 地 13,000  

 
   

 
 

(基本財産) 
建 物 3,500 

 固定資産取得支出  
 ③   400    3,000  

(その他の固定資産) 
器具及び備品 1,000     ①    52 

②   150 
  

 設備資金借入金  2,000 
元金償還支出 

100 
借入金収入 

1,500     

退職給付引当金  450       

 基 本 金  18,000       

 国 庫 補 助 金 等 
特 別 積 立 金 

 500       

 
次 期 繰 越 活 動 
増減差額 (期首 )  1,800       

 
当 期 
活 動 増 減 差 額 

      
差引純資産

増加額 → 

 
       
       

 Ｂ/Ｓ 合 計 24,000 24,000       
         

       Ｐ/Ｌ 

       
借 方 

( 費 用 ) 
貸 方 

( 収 益 ) 

○ ○ 事 業 収 益(収入)  18,000     

人  件  費 ( 支 出 ) 9,400      

事  業  費 ( 支 出 ) 5,300      

事  務  費 ( 支 出 ) 1,300      

減 価 償 却 費   
②   150 
③   400    

国庫補助金等特別積立金取崩額       

徴 収 不 能 引 当 金 繰 入       

施設整備等寄附金収益(収入)  1,000     

基 本 金 組 入 額       

固定資産売却損・処分損   ①    52    

収益･費用(収入･支出)小計 19,600 20,500     

当 期 増 減 (収支 )差額 900 

←当期資金 
 収支差額 

   ←当期活動 
 増減差額        

増 減 等 (収支)合計 20,500 20,500     
          













 

 練習問題２６  全２頁 の １頁目 

 

練習問題２６  Ｐ/Ｌと資金収支計算書を作成する 

 練習問題２５の解答 (解答４４頁) をもとに、次のＰ/Ｌと資金収支計算書を作成してください。 

 

事業活動計算書 
（自）××01年４月１日（至）××02年３月 31日 

勘    定    科    目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B) 

サ
ー
ビ
ス 

活 

動 

増
減 

の 

部 

収 

益 

保育事業収益 

経常経費寄附金収益 

その他の収益 

 

 

 

        

     事業活動収益計(1)    

費 

用 

人 件 費 

事 業 費 

事 務 費 

減価償却費 

国庫補助金等特別積立金取崩額 

徴収不能額 

徴収不能引当金繰入 

その他の費用 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 △ 

 

 

サービス活動費用計(2)    

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)    

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部 

収 

益 

借入金利息補助金収益 

受取利息配当金収益 

その他のサービス活動外収益 

 

 

 

  

     サービス活動外収益計(4)    

費
用 

支払利息 

その他のサービス活動外費用 

 

 
  

     サービス活動外費用計(5)    

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)  △   

 経常増減差額(7)=(3)+(6)    

特 

別 

増 

減 

の 

部 

収 

益 

施設整備等補助金収益 

施設整備等寄附金収益 

固 定 資 産 売 却 益 

   

     特別収益計(8) －   

費 

用 

基本金組入額 

固定資産売却損・処分損 

国庫補助金等特別積立金取崩額(除却等) 

国庫補助金等特別積立金積立額 

 

 

 △ 

 

 

 △ 

 

 

     特別費用計(9)    

特別増減差額(10)=(8)-(9)  △   

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)    

増

減

差

額

の

部 

繰

越

活

動 

前期繰越活動増減差額(12) －   

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)    

基本金取崩額(14)    

・・・・・・(15)・・・・・(16)    

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)    
   



 

 練習問題２６  全２頁 の ２頁目 

 
 
 
 
 

資金収支計算書 
（自）××01年４月１日（至）××02年３月 31日 

勘    定    科    目 予 算(A) 決 算(B) 差異(A)-(B) 備 考 

事
業
活
動 

に 

よ 

る 

収 

支 

収 
 

入 

保育事業収入 

経常経費寄附金収入   

借入金利息補助金収入   

受取利息配当金収入  

流動資産評価益等による資金増加額 

 

 

 

 

 

 

  

     事業活動収入計(1)     

支 
 

出 

人件費支出 

事業費支出 

事務費支出 

支払利息支出 

流動資産評価損等による資金減少額 

 

 

 

 

 

 

  

     事業活動支出計(2)     

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)     

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支 

収 

入 

施設整備等補助金収入 

施設整備等寄附金収入 

設備資金借入金収入 

固定資産売却収入 

    

     施設整備等収入計(4)  －   

支 
出 

設備資金借入金元金償還支出 

固定資産取得支出 

固定資産除却・廃棄支出 

 

 

 

 

  

     施設整備等支出計(5)     

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)   △   

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支 

収 

入 

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 

長期運営資金借入金収入 

積立資産取崩収入 

その他の活動による収入 

 

 

 

 

 

  

     その他の活動収入計(7)     

支 

出 

借入金元金償還金支出 

積立資産支出 

その他の活動による支出 

    

     その他の活動支出計(8)  －   

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)     

  予備費支出(10) 

 

 ××× 
△××× ] －  ×××  

  当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)     
  

前期末支払資金残高(12)     

当期末支払資金残高(11)+(12)     
 





 練習問題２８  全２頁 の １頁目 

練習問題２８ 元帳からもとの仕訳と取引を推定する 

 つぎの元帳の記載から仕訳と取引を考えてください。 

 
総勘定元帳        現 金 預 金  

××01年 
月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4 1 前期繰越 － － １，５００ 

 2 事業未収金 ９５０  ２,４５０ 

 5 業務委託費  ３５ ２,４１５ 

 8 職員預り金  １０ ２,４０５ 

 9 仮払金  １００ ２,３０５  

 12 諸口  ４５  ２,２６０ 

 15 水道光熱費  ３０ ２,２３０ 

 20 器具及び備品  ７５０ １,４８０ 

 25 職員給料  ２１０ １,２７０ 

 26 介護保険事業収益 ８０  １,３５０ 

 27 事業未払金  ２４０ １,１１０ 

 28 仮払金 １０  １,１２０ 

 29 設備資金借入金 ５００  １,６２０ 

 30 諸口  ５０ １,５７０ 

  取引合計 １,５４０ １,４７０  
      

  設備資金借入金  
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引貸方残高 

4 1 前期繰越 － － ３,０００ 

 12 現金預金 ４０   ２,９６０ 

 29 現金預金  ５００ ３,４６０ 

  取引合計 ４０ ５００  
      

 職 員 預 り 金  
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引貸方残高 

4 1 前期繰越 － － １００ 

 8 現金預金 １０  ９０ 

 25 職員給料  ４０ １３０ 

 30 現金預金 ２５   １０５ 

  取引合計 ３５ ４０  
      

  法 定 福 利 費  
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4 30 現金預金 ２５  ２５ 

  取引合計 ２５ －  
      

  支 払 利 息  
××01年 

月 日 摘      要 借 方 貸 方 差引借方残高 

4 12 現金預金 ５  5 

  取引合計 ５ －  
        



 練習問題２８  全２頁 の ２頁目 

 
 

【解答欄】 

＜仕 訳＞ 

取引日 
借    方 貸    方 

科  目 金  額 科  目 金  額 

2 日     

5 日     

8 日     

9 日     

1 2 日 
    

  

1 5 日     

2 0 日     

2 5 日 
    

  

2 6 日     

2 7 日     

2 8 日     

2 9 日     

3 0 日 
    

  

＜取引内容＞ 

取引日 取 引 の 内 容 

2 日  

5 日  

8 日  

9 日  

1 2 日  

1 5 日  

2 0 日  

2 5 日  

2 6 日  

2 7 日  

2 8 日  

2 9 日  

3 0 日  
 


